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１．取り組みの前提

日本赤十字広島看護大学では、「学士課程においてコアとなる看護実践能力と

卒業時到達目標（５ 群２０ 項目）」の時から次の実施をしてきた。

１．入学生に「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標

（６ 群２５ 項目）」の資料を配布し、「基礎ゼミ」で図を用いて説明する。

「看護学概論Ⅰ」で冊子を配布し、科目の学習内容との関連を説明する。

２．全学年が使用する実習要項に「コアコンピテンシーと卒業時到達目標」を示す。

３．OSCEの評価表にコアコンピテンシーと採点基準の対比を示し、どのコンピテンシー

を評価しているかを学生が実感できるようにする。“成長実感型OSCE”

４．4年次前期「看護教育学」で、3年間の到達度を学生が自己評価する。
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評価項目 配点 得点

Ⅱ群 ヒューマンケ

アの基本に関する

実践能力

６. 実施する看護を説明し

意思決定を支援する能力

１．・・・・・・・・・

・・・・・・。

Ⅲ群 根拠に基づき

看護を計画的に実

践する能力

13. 看護援助技術を適切に

実施する能力

２．・・・・・・・・・

・・・・・。

コアコンピテンシー

OSCE採点表のイメージ



本学基礎看護学領域における教育方針
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これまでの課題
➢ 学生は「コアコンピテンシーと卒業時到達目標」

を知っているが、自身の能力の積み上げを自覚
できていない。

→学生自身が学修成果を主体的にマネジメント
できるようにしたい。

➢ 教員が教えたいことだけ教えているのでは？
学生のコンピテンシー育成に役立っているか？

→教員として自身の教育内容をチェックしたい

「コアコンピテンシーと卒業時到達目標」を活用して
教員として実感したこと
➢ 授業改善のヒントの宝庫になる。

（PDCAサイクルに活かせる）
・科目構成・授業構成の道標になる。
・自身の教育内容の取捨選択ができる。
・授業評価となり、授業改善に役立つ。

１．取り組みの前提



２．コアコンピテンシーと卒業時到達目標の活用イメージ
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現在の取り組み
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・基礎ゼミでの説明

・看護実践能力育
成に関する説明

①科目学修内容と
の対比提示

②授業単元目標
との対比提示

③科目終了時の
到達度評価

④到達度の共有

･カリキュラム全体
での体系的な整理

・学生による目標と
到達度評価のセル
フマネジメント

・教員による目標と
到達度評価に基づ
くカリキュラム評価
（教員相互評価）

・コンピテンシーの
作成過程の理解

・先の世代のコンピ
テンシーの創造知る

馴染む

使いこなす

創る

卒業後将来的に

1年次前期,後期
「看護学概論Ⅰ,Ⅱ」

学部教育



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み

◼ １年次前期,後期必修「看護学概論Ⅰ,Ⅱ」

①科目学修内容との対比提示
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①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有

表１．看護学士課程におけるコアコンピテンシーと看護学概論の学修内容の対比

Ⅰ Ⅱ

Ⅰ群　対象となる人を全人的に捉える基本能力
 1, 看護の対象となる人と健康を包括的に理解する基本能力 〇 〇

 2, 人間を生物学的に理解しアセスメントに活かす基本能力 〇 〇

 3, 人間を生活者として理解しアセスメントに活かす基本能力 〇 〇

Ⅱ群　ヒューマンケアの基本に関する実践能力　
 5, 看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する能力 〇 〇

 6, 実施する看護を説明し意思決定を支援する能力 〇

 7, 援助的関係を形成する能力 〇

Ⅲ群　根拠に基づき看護を計画的に実践する能力
 8, 根拠に基づいた看護を提供する能力 〇 〇

 9, 計画的に看護を実践する能力 〇 〇

11, 個人と家族の生活をアセスメントする能力 〇

Ⅳ群　特定の健康課題に対応する実践能力
14, 健康の保持増進と疾病を予防する能力 〇 〇

Ⅴ群　多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力
18, 地域で生活しながら療養する人と家族を支援する能力 〇

19, 保健医療福祉における看護の質を改善する能力 〇 〇

20, 地域ケア体制の構築と看護機能の充実を図る能力 〇

21, 安全なケア環境を提供する能力 〇

22, 保健医療福祉チームの一員として協働し連携する能力 〇 〇

23, 社会の動向と科学技術の発展を踏まえて看護を創造するための基礎となる能力 〇

Ⅵ群　専門職として研鑽し続ける基本能力
25 看護専門職としての価値と専門性を発展させる能力 〇 〇

看護学概論

日本看護系大学協議会(2018)．看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標

http://www.janpu.or.jp/2018/05/31



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み

◼ １年次前期,後期必修「看護学概論Ⅰ,Ⅱ」

②授業単元目標との対比提示
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①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有

コンピテンシー
卒業時到達目標
教育内容の大項目
（教育内容）

Japanese Red Cross Hiroshima College of Nursing



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み

◼ １年次前期,後期必修「看護学概論Ⅰ,Ⅱ」

③科目終了時の到達度評価

➢ 科目終了時に学生による「卒業時到達目標」

の自己評価調査を実施
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【到達度評価の目的】（調査票に提示）

看護学概論Ⅰでは、「看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」の

卒業時の到達目標全６６項目のうち、次表１５項目の「卒業時の到達目標」を学修しました。

自己の成長を実感し、今後の学修への課題を明確にするために、目標の到達度を

自己評価してみましょう。

４段階で評価

１. 到達していない

２. あまり到達していない

３. まあまあ到達した

４. ほぼ到達した

第２，３回　看護における人のみかた、看護と人々の健康・生活

第８回　認知症がある人とのコミュニケーション

第９回　模擬患者とのコミュニケーションに関するシミュレーション

看護学概論Ⅰでの学修における「看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」の到達度評価（一部抜粋）
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1

設問
番号

3
２．患者の思いを受け止め尊重する姿勢を示しながら、病床環境を整え
るための提案を伝えることができる。

Ⅱ群　ヒューマンケアの基本に関する実践能力

5．看護の対象となる人々の尊厳と
権利を擁護する能力

（１）多様な価値観・信条や生活背
景を持つ人を尊重する行動をとるこ
とができる。

１．認知症の症状ならびに認知症がある人のストレスによる反応や行動
反応について説明できる。

Ⅰ群　対象となる人を全人的に捉える基本能力

1．看護の対象となる人と健康を包
括的に理解する基本能力

（１）人間や健康を包括的に捉え説
明できる。 １．現在の日本において看護が活動する場を想起したうえで、看護が関

わる対象について説明できる。

2．人間を生物学的に理解しアセス
メントに活かす基本能力

（２） 人間の心身の変調とそれに伴
う心身の反応を説明できる。

コアコンピテンシー 卒業時の到達目標（成果） 看護学概論Ⅰの本時の目標

①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み
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◼ １年次前期必修「看護学概論Ⅰ」

④到達度の共有

➢ 到達度のクラス集計グラフを配布し、

全体の傾向を解説

①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有

➢ 対象理解と尊重が高かったのは、模擬患者とのコミュニケーション演習の効果。

➢ 必要な看護援助方法の実施ならびにチーム連携と協働が高かったのは、人々の健康と
生活に関する問題解決のプロジェクト学習において、ヘルスプロモーションならびにチー
ム連携と協働を視点として解決策を考案した効果。

15
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11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1
Ⅰ群

Ⅱ群

Ⅲ群

Ⅳ群

Ⅴ群

Ⅵ群

「到達した」 到達目標

85％以上 Ⅰ群  2.(2)人間の心身の変調とそれに伴う心身の反応を説明できる。

Ⅱ群  5.(1)多様な価値観・信条や生活背景を持つ人を尊重する行動をとることができる。

Ⅳ群14.(1)健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法を指導のもとに実施できる。

Ⅴ群22.(1)チーム医療における看護及び他職種の役割を理解し、
　　　　　　 対象者を中心とした連携と協働のあり方について説明できる。



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み
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◼ １年次前期必修「看護学概論Ⅰ」

④到達度の共有

①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有

➢ エビデンスの検索・活用が低かったのは、授業での体験の不足。
➢ 看護の役割が低かったのは、授業でのおさえの不足。

「到達した」 到達目標

60％台 Ⅲ群  8.(1)根拠に基づいた看護を提供するための理論的知識や先行研究の成果を探索し活用できる。

Ⅲ群  9.(1)批判的思考や分析的方法を活用して、看護計画を立案できる。

Ⅴ群18.(3) 療養場所を移行するための看護の役割と機能について、説明できる。

Ⅴ群22.(2)保健医療福祉サービスの継続性を保障するためにチーム間の連携について説明できる。

Ⅴ群23.(1)疾病構造の変遷、疾病対策、 保健医療福祉対策の動向と看護の役割について説明できる。



３．初年次学生が「馴染む」ための取り組み
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◼ １年次後期必修「看護学概論Ⅱ」

④到達度の共有

①科目学修内容との対比提示

②授業単元目標との対比提示

③科目終了時の到達度評価

④到達度の共有

➢ 対象理解が高かったのは、闘病記ビブリオバトルとプロジェクト学習などに個人で取り組
み、対象理解の重要性を繰り返し考察した効果。

➢ 医療安全が高かったのは、実習で起こりやすい事故事例について、発生要因分析・未然
防止策と発生後対応の考案に個人で取り組み、ジグソー学習で成果を共有した効果。

➢ 対象者に合わせた説明が低かったのは、個人でプロジェクト学習に取り組み、対象者に
合わせた説明の難しさを実感したため。

➢ エビデンスの検索・活用が低かったのは、前期と同様であり、自分の授業の課題。

「到達した」 到達目標

90％台 Ⅰ群1.(1)人間や健康を包括的に捉え説明できる。

Ⅴ群21.(1)安全なケアをチームとして組織的に提供する意義について説明できる。

Ⅴ群21.(2)医療事故防止対策について理解し、そのために必要な行動をとることができる。

60％台 Ⅱ群6.(1)実施する看護の根拠（もしくは目的）と方法について、人々に合わせた説明ができる。

Ⅲ群8.(1)根拠に基づいた看護を提供するための理論的知識や先行研究の成果を探索し活用できる。



４．「使いこなす」ための今後の課題
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◼ 「コアコンピテンシーと卒業時到達目標」を活用して教員として実感したこと

➢ 授業改善のヒントの宝庫になる（PDCAサイクルに活かせる）。

・授業設計をする際の科目構成・授業構成の道標となる。

・照らし合わせることで、自身の教育内容の取捨選択ができる。

・学生による到達度の自己評価は授業評価となり、授業改善に役立つ。

P
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A



４．「使いこなす」ための今後の課題
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◼ 今後「使いこなす」ための課題

➢ カリキュラム全体での体系的な整理をする（カリキュラム改正において現在実施中）。

➢ 学生による目標と到達度評価のセルフマネジメントができる仕組みを作る。

➢ 教員相互評価による目標と到達度評価に基づくカリキュラム評価を行う。

➢ 各校の到達度評価や教育内容を集約することにより、「コアコンピテンシーと

卒業時到達目標」の改訂に役立てられる。


